
　中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労働者として

石綿ばく露作業に従事していたことが原因であると認

められた場合には、労災保険法に基づく各種の労災保

険給付や石綿救済法に基づく特別遺族給付金が支給さ

れます。

　石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常に長い年

月を経て発症することが大きな特徴です。

　中皮腫などでお亡くなりになられた方が過去に石綿

業務に従事されていた場合には、労災保険給付等の支

給対象となる可能性がありますので、最寄りの都道府

県労働局又は労働基準監督署にご相談ください。

中皮腫や肺がんなど、石綿による疾病の
補償・救済について
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　学生納付特例制度により、平成 29 年度に保険料納

付を猶予されている方で、平成 30 年度も引き続き在

学予定の方へ、３月末に基礎年金番号等が印字され

たハガキ形式の学生納付特例申請を送付します。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキに

必要事項を記入して返送いただくことにより、平成

30 年度の申請ができます。（この場合、在学証明書

または、学生証の写しの添付は不要です。）

　なお、平成 30 年度は学生納付特例制度を利用せず、

保険料の納付をご希望の場合は、納付書を作成して

送付します。お手数をおかけしますが、お近くの年

金事務所までお問い合わせ下さい。

国民年金保険料学生納付特例の申請について

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなけ

ればなりません。

　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本

人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付

が猶予される「学生納付特例制度」があります。

　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、

短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各

種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生

等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以

下であることが条件です。

　【所得のめやす】118万円+〔扶養親族等の数×38万円〕

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなり

ますが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合は、

４月始め再申請の用紙が届きます。

　引き続き、学生納付特例制度の申請をご希望の場合は、

必要事項を記入の上、ご返送ください。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

○　踏切に近づいたら路面状況に応じ、確実に一旦

　停止できるスピードに落としましょう。

○　もし、通過中に遮断ポールが下がったら、遮断

　ポールを自動車等で押し出して脱出してください。

　ポールは、斜めに上がります。

○　もし、踏切の中で立ち往生したら、慌てずにま

　ず列車を止めてください。

　☆　非常ボタンがあるときは、警報機がなってい

　　なくともすぐにボタンを押してください。

　☆　非常ボタンがないときは、自動車に備え付け

　　の発煙筒や赤旗などで列車に合図してください。

　☆　警報機が鳴り始めてから約 30 秒後に列車が来

　　ます。

◎問い合わせ先

　環境生活部くらし安全局道民生活課交通安全グループ

　☎　011-204-5219( 直通 )

　FAX 011-232-4820

冬期間の踏切事故防止のために

　１年を通じてこの時期の気温は最も寒くなり、冬型

の気圧配置や低気圧で風速も強い時期となります。

　普段、生活の中での気温、いわゆる体感温度は気象

台の発表と感覚が大きく変わる場合があり、体感気温

に影響する大きな要素は風速です。

　単純に言うと風速１メートルにつき気温が１度下が

る感覚になり、気温が０度でも 10 メートルの風のも

とでは、体感温度はマイナス 10 度、ということにな

ります。

　風を予想する場合、気象関係者の間では、「７・５・

３」ルールというものがあります。

　これは、天気図で北海道付近に等圧線が３本かかる

と注意報クラス、５本だと暴風警報クラス、７本だと

危険な状態、というものです。

　これを気温に換算すると、等圧線１本について体感

温度が２～３度下がる目安になりますから、参考にし

てください。　

　また、風が弱くても朝方に晴れると、地上の熱が奪

われる「放射冷却現象」により、極端に気温が低くな

りますので、水道凍結などの思わぬ事態となることが

あります。

　天気予報や気象台の情報を利用して、実際の気温や

体感温度などを考慮した生活を送ってください。

◎問い合わせ先

　旭川地方気象台ホームページアドレス

　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

  ☎　0166-32-7102

冬の気温～体感温度～


